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１．はじめに 

五ヶ瀬川水系は宮崎県，熊本県および大分県の 3 県を跨ぐ

九州一の流域を持つ水系である．主流の五ヶ瀬川は幹線流路

延長 106km，流域面積 1,820km2，支川の北川は幹線流路延長

50.9km，流域面積 587km2である．両河川は図-1 のように河

口付近で合流しているため，各々はほぼ独立した河川といえ

る．北川は魚種数が 165 種 1)と多く，五ヶ瀬川の魚種数は 94
種で北川よりも少ない．要因として，北川が河口から約 8km
にわたる長い干潮域をもつこと，河口から北川ダムまでの間

に水理構造物が存在しないことなどが指摘されている 1)．一

方，五ヶ瀬川に岩熊井堰など大規模水理構造物が点在するの

は周知の事実である．ところが，両河川の非感潮域における

魚種相を比較した研究は見当たらない．本研究では水理条件

のうち水深および流速に焦点を置いて現地観測を行い，流況

と魚種相を調査した． 
 
２．現地観測 

両河川での撮影場所を図-1に赤印で示す．撮影場所と撮影

日時は表-1のとおりである．五ヶ瀬川は河口より10.9km地点

から流れ方向に140m，北川は河口より10km地点から流れ方

向に70mの区間において撮影した．水深および流速測定は

2010年10月に行った．スタッフによる水深測定の様子と色つ

きペットボトルを流す様子をビデオカメラで撮影した．流速

は，映像からペットボトルの移動距離と移動時間を計測し，

算出した．水中撮影には1280× 720画素の水中ビデオカメラを

用いた．同時に，水中撮影の様子を地上に設置したビデオカ

メラで撮影した． 
 
３．解析結果および考察 

 月ごとの魚種別総尾数の推移を図-2に示した．図-2より，

出現遊泳魚種数は五ヶ瀬川で 8 種，北川で 7 種となり，五ヶ

瀬川の方が多い．10 月のカワムツの尾数は両河川とも約 200 尾である．3 月の北川に約 480 尾のカワムツが，6
月の五ヶ瀬川に約 180 尾のオイカワが，10～11 月に両河川ともアユが出現したことを確認することができた．ま

た，オイカワとカワムツの繁殖期は 5～8 月とされており，五ヶ瀬川におけるオイカワの総尾数の推移結果は繁殖

期と対応している． 

次に，五ヶ瀬川および北川の 10 月の水深測定結果をコンターで，流速測定結果をベクトルで図-3 に示した．

白枠内の数値はそれぞれ水深の等高線の値を示している．図-3より，五ヶ瀬川の測定範囲は全体的に浅く高流速
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図-1 撮影場所 

表-1 撮影日時 

 北川 五ヶ瀬川
 2010.3.31 9:50～10:15  11:25～11:35
 2010.6.11 9:40～9:45  10:35～11:00
 2010.9.3 9:20～9:30  10:45～10:50

10:00～10:30
15:40～15:45

 2010.10.13 －  11:20～12:10
 2010.11.11 9:45～10:00  11:05～11:25

 2010.10.7 －
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図-2 魚種別尾数推移(左:五ヶ瀬川，右:北川) 
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で，北川の測定範囲は左岸側が深

く全体的に低流速であることが分

かる．五ヶ瀬川の最大水深は 1.2m，

最大流速は 2.3m/s であり，北川の

最大水深は 3.3m，最大流速は

0.7m/s であった．  
以下は，水深および流速を測定

した 10 月に焦点を絞る．図-4 に

は測定範囲を 2m×2mメッシュで

区切った場合の魚の位置および尾

数を示した．この図から五ヶ瀬川

の上流側にアユが密集しているこ

とが分かる．この付近は流速が約

1.5m/s と速く，水深が約 0.5m と浅

い．オイカワは北川に多く分布し，

五ヶ瀬川ではあまり見られなかっ

た． 
図-5はオイカワ，カワムツおよびアユが分布する水深

(横軸)とそれに対応する 2m×2mメッシュあたり尾数(縦
軸)との関係を示している．五ヶ瀬川においてはアユが水

深 0.8m 程度，オイカワが 1.2m，カワムツが 0.3m に多く

分布している．北川においてはオイカワおよびカワムツ

は水深 0.7m 程度に多く分布しているが，オイカワは約

1.6m，カワムツは約 2.3m 付近にも分布が見られる．  

図-6 はオイカワ，カワムツ，アユが分布する流速(横
軸)とそれに対応する 2m×2mメッシュあたり尾数(縦軸)
との関係を示している．五ヶ瀬川においてはアユが流速

1.5m/s に多く分布している．オイカワが 0.5m/s と 1.4m/s
の高流速域に，カワムツが 0.3m/s の低流速域と 1.6m/s
の高流速域に分布している．北川においてはオイカワも

カワムツも 0.3m/s 程度の低流速域に分布している． 
よって，北川および五ヶ瀬川における観測結果はオイ

カワが浅瀬を好み，カワムツが深淵を好むという既往の

研究結果と一致しなかった．また，五ヶ瀬川にはアユが

早瀬に分布するということを示している．しかし，本研

究の観測範囲は非常に狭かったため河川全体の魚種相を網羅したとはいえない．ゆえに今後の研究では観測地点

あるいは測定箇所を増やすなどが課題となる． 
 

４．おわりに 

現段階で得られた結論は以下の通りである． 
(1) 両河川とも 10～11 月の秋にアユの総尾数が増加した． 
(2) 3 魚種中オイカワとアユの年間総尾数は五ヶ瀬川の方が多く，北川の方が多いのはカワムツのみであった． 
 本研究の観測範囲は非常に狭く，河川全体の魚種相を網羅したといえない．ゆえに次の観測では観測地点ある

いは測定箇所を増やす必要がある．今後は各魚種の体長も考慮した比較を行いたいと考えている． 
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図-5 3魚種の密度-水深(左:五ヶ瀬川，右:北川) 
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図-6 3魚種の密度-流速(左:五ヶ瀬川，右:北川) 
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図-3 水深コンターと流速ベクトル(左:五ヶ瀬川，右:北川) 
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図-4 10月の魚の分布図(左:五ヶ瀬川，右:北川) 
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